
Ⅱ-１　学校経営構想

〈教育課程に関すること〉

経営の重点
〈組織運営に関すること〉

□個別最適な学びと協働的な学びの一体的推進■　向き合う・決める ができる児童・生徒
Check3:福岡県版授業アンケート③3.2

□学年や教科単位での進捗フォローの充実

　　（多様性の包摂・得意手の活用）

目指す学校像
□環境の変化を前向きに受け止め、
学び続ける教師
□一人一人の可能性を最大限に引き
出す教師
□子供の伴走者としての教師

□安心・安全で笑顔と活気に満ちた
学校
□共に学び、新たな価値を生み出す
学校
□地域社会と連携協働する学校

教育課題 経営課題

□心理的安全性の確保

公教育の立場 学校の教育目標 児童生徒，地域の実態
□日本国憲法
□教育関係法規
□学習指導要領
□国、福岡県、嘉麻市教育施策
※各種答申、論点整理に注目

確かな学力、自主・自律・共創の精神を
身につけた児童・生徒の育成

□明るく、素直な児童
□学習意欲・学習習慣・基本的生
活習慣の2極化
□地域・家庭の学校への期待大目指す児童生徒像

予算の適切な執行・管理の徹底

教育課
程部

確かな学
力育成
部

豊かな心
育成部

健康・体
力向上
部

事務部

■　わかる・できる を積み重ねる児童・生徒
Check１：単元テスト通過率８０％
Check２：福岡県版授業アンケート⑤3.2

質的充実に向けた進捗フォローの工夫
（仕組みづくりと起動）

学力向上プランの共有化・機能化
（学年P/教科Pの充実、活用）

発達支持的生徒指導の理解と実践
（居場所づくり絆づくり活動の展開）

体力向上プランの共有化・機能化
（自己管理/危機管理能力）（ワンヘルス）

教育課程編成の基本方針 □個（教員）の学びが波及する研修の実施

〈研修に関すること〉

■　協働することで高まり合う価値の自覚

重点目標
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〈主体的・対話的で深い学びの実装・多様性の包摂〉

■　個に応じた指導の充実、リトライの場の確保
■　形成的評価・自己選択・決定の機会の保障
■　対話的な学びや協働的な活動の充実
■　居場所づくり・絆づくりの充実

□授業イメージの共有、不祥事防止の徹底

校務運営の重点

教務運営の重点

学力向上プラン全体計画

各
部
の
重
点
目
標

学年で目指す学びに向かう姿
第１・２・３・４学年
□わかる・できる喜びを味わい、自分から学
びに向かっている
・基礎基本・規律・最後まで・選択肢を選ぶ
・何ができるようになったかに気づく

第５・６・７学年
□わかる・できるを広げ、根拠をもって考え、
主体的に選択・判断しようとしている
・比較検討・方法や手順の選択、判断
・学び方や意思決定の過程を見直す

第８・９学年
□学びを活用しながら、自ら課題に向き合
い、主体的に決定し行動している
・活用、応用・明確な考えに基づく判断
・課題設定→計画→実行→改善プロセス

各係の重点目標

学年経営の重点

□各組織「どこを目指して何をする」を明確に

□短期検証改善を継続的に

目指す教師像

□みんなで手応えを実感する組織運営
　　（一点突破・全面展開：簡素な戦略・確かな見取り）

□授業観・研修観の転換
　　（学習者中心の授業へ・授業観との相似形研修へ）

■多様な他者と協働し、新たな価値を
創り出す児童・生徒

■自ら考え判断し、責任をもって行動
できる児童・生徒

■　進路選択・自己実現できる学力の獲得

■　自分に向き合い、挑戦を続ける意志の強化

■自ら学び、確かな学力を身につける
児童・生徒


